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広報なろ

閒和生理事長と、日本人初の科学者宇宙
飛行士・毛利衛氏との対談が実現しまし

た。新型コロナウイルスの流行により変わりつつ
ある世界で、農業、気候変動、経済危機など、日
本が抱える課題に科学技術がどのような役割を果
たすのか―。それぞれの分野を牽引してきたおふ
たりが意見を交換する貴重な機会となりました。

農研機構・久間理事長と
日本人初の科学者宇宙飛行士・
毛利衛氏が対談

久
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　新
し
い
生
活
の
始
ま
り
を
祝
う
入
学
式
や
卒
業
式
。愛
す
る

人
と
人
生
を
共
に
歩
む
こ
と
を
誓
う
結
婚
式
。親
し
い
人
と
の

永
遠
の
別
れ
を
悲
し
む
お
葬
式
。人
生
の
節
目
の
儀
式
は
花
に

飾
ら
れ
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。こ
こ
に
花
が
無
け
れ
ば
、こ
う
いっ

た
儀
式
は
ず
い
ぶ
ん
味
気
な
い
も
の
に
な
り
そ
う
で
す
。花
は
命

の
あ
る
美
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
で
、儀
式
を
受
け
る
人
の
人
生

が
華
や
か
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　花
の
美
し
さ
は
主
に
色
と
香
り
、そ
し
て
形
に
よって
つ
く
ら

れ
ま
す
。赤
色
、黄
色
、紫
色
と
いっ
た
色
彩
だ
け
で
な
く
、模
様

も
ま
た
美
し
さ
を
際
立
た
せ
る
要
素
で
す
。咲
い
た
後
の
日
数

や一日
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
香
り
が
変
わ
る
花
が
あ
り
ま
す
。

生活を彩る試験研究

from NARO
VOICE

農
研
機
構
野
菜
花
き
研
究
部
門

花
き
生
産
流
通
研
究
領
域
長

　中
山
真
義

香
り
は
温
度
や
光
の
強
さ
な
ど
、花
が
置
か
れ
る
環
境
に
よって

も
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
ど
の
花
も
開
い
た
時
に
は

瑞
々
し
い
形
を
し
て
い
ま
す
。生
き
物
の
常
と
し
て
、花
は
い
つ
か

萎
れ
散
り
去
り
ま
す
。そ
れ
で
も
人
は
で
き
る
だ
け
長
い
間
、生

き
生
き
と
し
た
姿
を
見
て
い
た
い
と
思
う
も
の
で
す
。日
持
ち
の

良
さ
も
ま
た
花
に
と
って
重
要
な
性
質
の一つ
で
す
。繊
細
な
変

化
を
み
せ
る
花
の
香
り
の
性
質
や
、日
持
ち
の
良
い
性
質
を
もっ

た
花
の
育
種
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、皆
さ
ん
の
花
に
対
す

る
関
心
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　皆
さ
ん
の
中
に
は
、母
の
日
に
カ
ー
ネ
ー
ション
を
、父
の
日
に

ヒ
マ
ワ
リ
を
、贈
り
贈
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。お
盆
や
お
彼
岸
に
は
お
墓
に
花
が
供
え
ら
れ
ま
す
。気
候
は

毎
年
の
様
に
変
わ
る
の
で
、何
も
し
な
け
れ
ば
同
じ
日
に
花
を

咲
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。目
的
の
日
に
花
が
咲
く
よ
う
に
、

光
や
温
度
な
ど
を
調
節
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。花
を
手
に

取
っ
た
時
に
、こ
れ
ら
節
目
の
日
に
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
、花
を

作
る
生
産
者
が
大
変
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
想
い
を
め

ぐ
ら
せ
て
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
私
た
ち
の

研
究
の
目
的
は
、遺
伝
子
の
情
報
も
含
め
て
植
物
の
持
つ
性
質

を
理
解
し
、時
に
改
変
す
る
こ
と
で
、さ
ら
に
精
度
の
高
い
調
節

を
可
能
に
す
る
こ
と
で
す
。こ
の
冊
子
を
手
に
さ
れ
た
方
が
、花

の
生
産
を
担
う
研
究
活
動
の一端
を
知
って
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

わが国の農業と食品産業の発展のため、基礎から
応用まで幅広い分野で研究開発を行う機関です。
この分野における国内最大の研究機関であり、全国
各地に研究拠点を配置して研究活動を行っています

●農研機構とは

192021
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表紙の写真：トルコギキョウ
農研機構 野菜花き研究部門で栽培しました

花き研究の現在
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特集 1 花の魅力を高める研究

エターニティトーチ
オリンピックの聖火のような
花色、花型であることから命
名しました。安定した良日持
ち性を示し、花径※2が大きく
豪華な花型で観賞性が高
く、露心※3がほとんど発生し
ません。「黒蝶」に似たセミカ
クタス咲き※4の花型です。

日持ち

～良日持ち性の
　ダリアが誕生～

一般品種（左）と「エターニティ
ロマンス」（右）を同じ日に収穫
して、抗菌剤液に生けて日持ち
を比較した実験例です。一般
品種「ポートライトペアビュー
ティ」の日持ちは5日ほどでし
たが、「エターニティロマンス」
の日持ちは約10日と2倍長く
持ちました

一般品種（左）と良日持ち性品種
エターニティロマンス（右）の

日持ち性の比較

アサガオで発見！
花の寿命を調節する遺伝子
農研機構は、国立大学法人鹿児島大学と共同で、アサガオの花の寿
命を調節する遺伝子(EPH1)を2014年に発見しました。ユリなどの主
要な切り花の老化にも同様の遺伝子が関与している可能性があり、
花の日持ちを延ばす新技術の開発につながると期待されます。

全国どこで育てても日持ちするだけでなく、その他
の形質も優れているものを最終的に選びました。
現在、3品種ありますが、エターニティトーチは非常
に花が豪華で見栄えがします。1本でも存在感が
あり、「非常にいいのができたな」と思いました。

※１ 花き…観賞用に使われる植物。出典「花きの現状について」（農水省、令和２年11 月）
※2 花径…自然開花状態での花の寸法
※3 露心…ダリアの花を構成する2種類の小花のうち、舌状花が減少して、中心の管状花がむき出しになること。切り花としての評価は下がる
※4 セミカクタス咲き…花弁の先端に向かって花弁が外側に反っている花型
※5 フォーマルデコラ咲き…幅の広い舟形の花弁が幾重にも重なるダリアの代表的な花型
※6 花き振興法…この法律は、「花きの生産者の経営の安定、花きの加工及び流通の高度化、花きの輸出の促進、公共施設及びまちづくりに
　　おける花きの活用等の措置を講じ、もって花き産業の健全な発展と心豊かな国民生活の実現に寄与」することを目的に策定された

日持ち試験中のエターニティシリーズ。
手のひらと比べると花径の大きさがわかる

野菜花き研究部門 
花き遺伝育種研究領域  品質育種ユニット 

ユニット長  小野崎 隆　ONOZAKI Takashi

0日目

6日目

9日目

Q&A
エターニティシリーズについて聞きました

ダリアの日持ち性の研究を始めたきっかけを教えてください
長年、カーネーションの病害抵抗性と良日持ち性について研究していました。
2014年に新しい育種研究を立ち上げる際、当時、ダリアの普及には日持ちが一
番の課題となっていたことから、品種改良に取り組むことにしました。

どのように改良したのですか
ダリアの日持ち性には遺伝的に品種間差があることがわかったので、日持ちが
悪いダリアから良いダリアまで22品種間で交雑を行い、日持ちの良いものを選抜
し、交配を繰り返しました。これはカーネーションで確立した育種方法です。ただ、
ダリアの人工交雑の手法はわからなかったので、著名な育種家の方々に情報を
いただき、試行錯誤しながら研究を進めました。2014年12月に花き振興法※6が施
行され、2015年から花きの委託プロジェクト研究の一つとして「ダリアの日持ち性
の改良」がスタートしました。

プロジェクトはどのように進められたのですか
農研機構は育種で日持ち性の改良を行い、研究3年目からは栽培地による日持ちの
違いを調べるために、秋田県・奈良県の試験場の研究者と共同で日持ち性の改良
に取り組みました。2019年には、最終的な品種候補を5つに絞り、全国5カ所（秋田県・
奈良県・高知県・宮崎県・農研機構（つくば））で栽培試験を行い、どこの場所で育てて
も日持ちが良く、切り花本数も得られ、花もきれいな３品種がエターニティトーチ、エ
ターニティルージュ、エターニティロマンスと名付けられ、品種登録出願されたのです。

次の目標はありますか
日持ち性改良に成功し、新しいダリアが市場に出回る日もそう遠くはないですね。
さらに日持ち性を向上させ、輸出にも向くダリアを育成したいと思っています。

Q

Q

Q

Q

エターニティロマンス
きれいな桃色花色から永遠の恋
という意味が込められています。
優れた日持ち性を示し、桃色品
種としては花径が大きく、ボリュー
ムのある切り花となります。また、
早生で生産性に優れます。

エターニティルージュ
口紅のような赤色であることから
命名しました。3品種中で最も優
れた日持ち性を示し、早生で生
産性に優れます。くすみのないき
れいな赤色の、花型が整った
フォーマルデコラ咲き※5で、切り
花にボリュームがあります。

こぼれ話

1

花
の
魅
力
を

   

高
め
る
研
究

私
た
ち
の
心
や
暮
ら
し
に
豊
か
さ
を
プ
ラ
ス
し
て
く
れ
る
美
し
い
花
々
。

種
類
や
品
種
、日
持
ち
、色
、花
型
、香
り
と
い
っ
た
花
き※

１
の
個
性
は
花
の
魅

力
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
特
集
で
は
、市
場
や
消
費
者
が
求
め
る
花
き
の
魅
力

に
関
わ
る「
日
持
ち
」や「
香
り
」に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
研
究
が
農
研
機
構
で

行
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集
1

優
れ
た
日
持
ち
性
の

新
品
種

エ
タ
ー
ニ
ティ
シ
リ
ー
ズ

　
ダ
リ
ア
は
人
気
の
切
り
花
で
す

が
、日
持
ち
が
短
い
と
い
う
欠
点
が

あ
り
、長
年
改
良
が
望
ま
れ
て
い
ま

し
た
。農
研
機
構
で
は
、２
０
１
４

年
か
ら
６
年
の
年
月
を
か
け
て
、良

日
持
ち
性
ダ
リ
ア
の
新
品
種
育
成

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

Message
※エターニティシリーズが切り花として流通するのは2022年秋頃の予定です

アサガオ

詳細は
こちらから

エターニティ
シリーズ

詳細は
こちらから
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特集 1 花の魅力を高める研究

20年香りの研究を続けていま
す。花の香気成分の多様性に
は驚きの連続で、日々 ワクワク
しながら分析しています。その
ワクワクを、一般の方にお伝え
できればと思っています。

「花いっぱいプロジェクト2021」

農林水産省は、新型コロナ
ウイルス感染症拡大の影響
で需要が減少している花き
の需要を喚起するため、
「花いっぱいプロジェクト
2021」を開始しました。

※香気成分…揮発性物質のうち、香りを有するものをいう。
　花の香りは通常多数の香気成分で構成されている

2020年の「花いっぱいプロジェクト」に農研機構も参加しました。
様 な々産地で育てられた花を飾りました

農研機構 野菜花き研究部門
花き生産流通研究領域
品質制御ユニット
ユニット長
大久保 直美  OKUBO Naomi

香 り

～花の魅力、
　香りの探究～

「香り」は花の魅力の一つです。
農研機構では、花が香る仕組み
を解明し、その成果から花の香り
の強弱の調節や香りの強い花、
香りが長く持つ花などを作り出
す研究を行っています。

花
が
香
る
仕
組
み

　
花
が
香
る
仕
組
み（
図
）に
は
、大
き
く

分
け
て
香
気
成
分
※
の
生
合
成
、代
謝
、

気
化
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。花
の
中
で
生

合
成
さ
れ
た
香
気
成
分
は
、花
の
外
に

気
化
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て｢

香
り｣

と

な
り
ま
す
。ま
た
花
の
中
の
香
気
成
分

は
、気
化
で
き
な
い
不
揮
発
型（
配
糖
体

な
ど
）に
代
謝
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。花
が
香
る
仕
組
み
に
は
、生
化
学
的

な
段
階
に
加
え
物
理
的
な
段
階
が
存
在

す
る
た
め
、大
変
複
雑
で
す
。

花
の
香
り
は

ど
う
や
って
測
る
？

　
花
に
袋
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
密
封
し
、

香
り
を
吸
着
す
る
器
具
を
使
っ
て
香
り

を
採
取
し
ま
す
。採
取
さ
れ
た
香
り
の

成
分
は
、ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分

析
計
と
い
う
精
密
機
器
で
測
定
し
、ど

の
よ
う
な
成
分
が
ど
の
く
ら
い
入
っ
て

い
る
か
調
べ
ま
す
。

花
の
香
り
は
変
化
す
る

　
花
の
香
り
は
開
花
段
階
で
変
化
し
ま

す
。開
花
し
た
て
の
花
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

香
り
、次
第
に
甘
く
強
く
な
り
、萎
れ
る

頃
に
は
香
り
は
弱
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

１
日
の
う
ち
で
も
変
わ
り
ま
す
。例
え

ば
ユ
リ
は
、夜
に
か
け
て
香
り
が
強
く
な

り
ま
す
。花
の
開
花
段
階
や
時
間
を
変

え
て
、香
り
を
嗅
い
で
み
て
く
だ
さ
い
。

Q&A
香りの研究について聞きました

取り組んでいる香りの研究について教えてください
ペチュニアを用いた花が香る仕組みについての基礎的な研究、それを応用して、
ユリのような強い香りを抑える研究に取り組んできました。今は、花の良い香りを
長持ちさせる研究や、販売に利用できるような研究を進めています。

なぜ花の香りを長持ちさせる研究をしているのですか
新鮮な切り花はよく香ります。しかし、生産者から消費者の手元に届くまで日数が
かかるので、切り花の香りを長く持たせるのは難しいのです。香りを長持ちさせる
ことで花の魅力がより高まり、消費拡大につながるものと期待しています。

どのように研究を行っているのですか
研究材料の花は、温室で栽培したものや、生産者や市場から購入したものを使っ
ています。香りの分析は当ユニットで行っていますが、部門内の他のユニットや機
構内の他部門、地方公共団体の研究所などと協力して研究を進めています。また、
花きの生産者や販売者の方にお話を伺いながら、現場に何が必要か常に探って
います。

花以外の香りの研究もするのですか
イチゴの香りについても研究しています。｢かおり野｣というイチゴの香りには、フ
リージアなどの香気成分の一つである｢リナロール｣が含まれています。
※リナロール…穏やかなフローラルな香気

研究成果の先にどのような夢がありますか
消費者の方に香りで花を選んで買ってもらえるようになればいいなと思っていま
す。香りにこだわった花の生産者や販売者はまだレアな存在です。香りが花の消
費拡大につながるよう、香りの魅力を発信していきたいと思っています。

Q

Q

Q

Q

Q

こぼれ話

2

Message

農研機構の研究で得られたデータを基本として品目・
品種ごとに香りの特徴について記載されています。

＜掲載内容＞
バラ・ユリ・チューリップ
の３品目を品種ごとに
掲載しています。

＜例＞
トップページ→ユリ→
掲載品種→カサブランカ

・主な香りの成分
・香りの分類
・香りの強さ
・花の香りの持ち
・香りのキャッチコピー

「花きの香り百科事典」

花が香る仕組み図

香り

気
化

生化学的な段階

物理的な段階

不揮発型代謝香気成分

香気成分

香気成分香気成分

生合成糖

花きの香り
百科事典

詳細は
こちらから

花いっぱい
プロジェクト
2021

詳細は
こちらから
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野菜花き研究部門
花き生産流通研究領域
生産管理ユニット
上級研究員

牛尾 亜由子
生産者、市場関係者、花きに関わる各種協
会と、とにかく花き業界に顔が広く、様 な々人
脈を持っています。人と人との調整が上手な
のは、気さくな雰囲気と物腰の柔らかさでは
ないでしょうか。外に向けて常にアンテナを
張り、研究に活かそうとする姿勢は見習わな
ければと思っています。信念のある研究者
だと思います。
〈余談〉研究者らしからぬ、久松さんのスタイル。
いつでもどこでも変わりません！

久松さんってこんな

積み重ねてきた基礎研究を社会
貢献につなげ、花き産業を盛り上
げていきたいですね。

秋田県男鹿・潟上地区
園芸メガ団地での
スマート農業実証事業ほ場
露地での大規模な小ギク生産に機
械化、ロボット化、IoT化の導入を検
討しています。久松さんは、農研機構
の代表として6社5団体と共に、ス
マート農業を推進中。

「アンチフロリゲン」の発見は2013年。
花を咲かせないように働くホルモン
様物質「アンチフロリゲン」とその遺
伝子を、世界で初めて明らかにした
画期的な研究成果でした。

花を咲かせるホルモン様物質(フロリ
ゲン)と咲かせないように働くホルモ
ン様物質(アンチフロリゲン)の両方
の存在が明らかになったことは、花の
開花時期を自由に制御する技術の
開発に大きく寄与しました。

野生型 AFT過剰発現体

図1 アンチフロリゲン(AFT)
による開花抑制

野生型(左)のキクが開花する短日条件
においても、AFT遺伝子を過剰発現する
遺伝子組換え体(右)は開花しない。写真
は短日条件において56日目の様子

世界で初めて明らかに！

開花技術の開発が進む
アンチフロリゲン

詳細は
こちらから

大
発
見「
ア
ン
チ
フ
ロ
リ
ゲ
ン
」

　
　
農
作
物
は
花
が
咲
い
て
実
り
ま
す
。

だ
か
ら
、収
量
を
上
げ
る
た
め
に
も
、

「
な
ぜ
花
は
咲
く
の
か
？
」と
研
究
者

た
ち
は
１
０
０
年
ほ
ど
前
か
ら
研
究

し
、1
9
2
0
年
に
日
長
に
反
応
し
て

開
花
を
決
め
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と

が
発
見
さ
れ
、1
9
3
6
年
に
は
植
物

は
、葉
で
日
長
を
認
識
し
て
開
花
を
決

め
る
ホ
ル
モ
ン（
フ
ロ
リ
ゲ
ン
）を
作
る
と

い
う
仮
説
が
提
唱
さ
れ
ま
し
た
。し
か

し
、こ
の
フ
ロ
リ
ゲ
ン
は
な
か
な
か
発
見

で
き
ず
、幻
の
ホ
ル
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
なって
い
ま
し
た
。そ
れ
が
、提
唱

か
ら
70
年
の
時
を
経
て
2
0
0
9
年

に
イ
ネ
と
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で
同
時
に

発
見
さ
れ
た
の
で
す
。私
た
ち
も「
キ

ク
を
知
り
、キ
ク
を
操
る
」の
コン
セ
プ

ト
で
研
究
に
取
り
組
み
、キ
ク
の
フ
ロ
リ

ゲ
ン
を
確
認
し
ま
し
た
が
、こ
れ
だ
け

で
は
キ
ク
の
開
花
反
応
を
説
明
し
き

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。フ
ロ
リ
ゲ
ン
説
の
提

唱
と
同
時
期
に「
開
花
抑
制
物
質
の

存
在
」を
示
唆
す
る
結
果
が
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、そ
こ
か
ら
は
、古
い
文

献
を
洗
い
直
し
、現
象
の
観
察
に
しっ

か
り
と
取
り
組
み
ま
し
た
。当
時
、私

た
ち
の
研
究
室
規
模
で
も
網
羅
的
に

遺
伝
子
発
現
を
調
べ
ら
れ
る
時
代
が

来
て
い
た
こ
と
も
幸
運
で
し
た
。そ
し

て
遂
に
、花
を
咲
か
せ
な
い
よ
う
に
働

く
情
報
伝
達
物
質「
ア
ン
チ
フ
ロ
リ
ゲ

ン
」を
仲
間
と
共
に
発
見
し
、日
長
に

よ
る
キ
ク
の
開
花
の
仕
組
み
を
明
ら

か
に
で
き
ま
し
た（
図
１
）。観
察
と
時

代
に
合
っ
た
ツ
ー
ル
の
融
合
、そ
し
て

一
緒
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
仲

間
と
い
う
３
つ
の
要
素
が
揃
って
、発

見
で
き
た
と
思
って
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
人
と
の
巡
り
合
わ
せ
が
あ
って
、こ

の
成
果
を
は
じ
め
多
く
の
発
見
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
、こ
れ
ら
の
発
見
が

様
々
な
技
術
開
発
に
繋
が
り
幸
せ
に

思って
い
ま
す
。

変
化
し
て
い
ま
す
。ス
ー
パ
ー
な
ど
の

花
売
り
場
が
増
え
、花
き
専
門
小
売

業
が
減
って
い
る
の
で
す
。野
菜
や
食

肉
が
た
どっ
た
道
を
、20
〜
30
年
遅
れ

て
た
ど
っ
て
い
る
の
が
花
き
業
界
で

す
。ス
ー
パ
ー
は
お
客
さ
ん
が
買
い
や

す
い
よ
う
に
数
種
の
花
を
パッ
ク
し
て

定
額
販
売
し
ま
す
が
、こ
う
し
た
状

況
で
は
花
材
の
原
価
は
自
ず
と
決

ま
って
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
花
き
生

産
の
歴
史
を
背
景
に
丹
精
込
め
た
花

を
高
単
価
で
販
売
し
た
い
生
産
者
と

販
売
者
の
考
え
方
に
ギ
ャッ
プ
が
生

じ
て
い
ま
す
。互
い
に
利
益
を
残
す
方

策
を
、生
産
や
流
通
、販
売
が一
体
と

なって
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
微

力
な
が
ら
活
動
さ
せ
て
も
らって
い
ま

す
。し
か
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ

り
ま
す
の
で
非
常
に
難
し
い
で
す
ね
。

未
来
の
研
究
者
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
研
究
の
道
に
進
み
た
い
人
は
、「
な

ぜ
」や「
知
り
た
い
」と
い
う
好
奇
心

を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。情
報

を
収
集
し
、仮
説
を
立
て
、実
験
で
検

証
す
る
。最
後
に
、そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
考
察
す
る
。そ
れ
を
繰
り
返
し
、

最
初
に
自
分
が
感
じ
た「
な
ぜ
」や

「
知
り
た
い
」の
謎
解
き
を
し
て
、解

け
た
時
の
喜
び
に
感
動
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　
研
究
者
は
、あ
る
種
の
変
わ
り
者

で
す（
笑
）。変
わ
り
者
な
り
に
社
会
に

触
れ
て
、そ
の
視
点
で
答
え
を
探
し

続
け
る
こ
と
で
社
会
へ
の
貢
献
が
で

き
る
の
で
は
と
思って
い
ま
す
。

研
究
成
果
が

花
き
業
界
に
与
え
た
影
響

　
花
の
開
花
調
節
は
、花
き
産
業
に

は
と
て
も
大
切
で
す
。植
物
に
は
春
に

咲
く
花
と
、秋
に
咲
く
花
と
そ
れ
ぞ
れ

の
特
性
が
あ
り
ま
す
が
、「
1
年
中
欲

し
い
」「
必
要
な
時
期
に
欲
し
い
」と
い

う
需
要
に
応
え
る
た
め
、開
花
調
節
の

技
術
開
発
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。花

き
業
界
に
は
、お
盆
や
お
彼
岸
、年
末

年
始
、母
の
日
な
ど
の
特
異
な
需
要

期
が
あ
り
、数
日
の
間
に
、通
常
の
販

売
量
の
10
〜
20
倍
と
い
う
需
要
の

ピ
ー
ク
が
やって
き
ま
す
。日
程
に
合

わ
せ
て
供
給
し
て
欲
し
い
と
い
う
、販

売
側
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
か
ら
、開

花
の
仕
組
み
が
わ
かった
こ
と
で
、そ
の

理
解
に
基
づ
い
た
品
種
選
定
や
調
節

技
術
に
よ
って
よ
り
供
給
の
精
度
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
、花
き
業
界
への

貢
献
に
繋
がって
い
る
と
思
い
ま
す
。

花
き
業
界
が
抱
え
る
課
題

　
1
9
9
5
年
頃
が
切
り
花
の
消
費

の
ピ
ー
ク
。今
は
30
％
ぐ
ら
い
消
費

が
落
ち
て
い
ま
す
。消
費
拡
大
が
業

界
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
課
題
で

す
。こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
国
産

花
き
の
流
通
量
は
減
って
い
ま
す
が
、

輸
入
は
増
え
て
い
る
ん
で
す
。輸
入
さ

れ
る
の
は
、定
番
の
カ
ー
ネ
ー
ション
や

キ
ク
、バ
ラ
で
す
ね
。特
に
カ
ー
ネ
ー

シ
ョン
と
キ
ク
類
が
増
え
て
い
ま
す
。

国
内
に
あ
る
需
要
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

輸
入
品
が
占
め
る
と
こ
ろ
を
、再
び
国

産
で
シェア
奪
還
す
る
の
が
生
産・流

通
側
の
１
つ
の
目
標
で
す
。そ
の
た
め

に
は
、生
産
と
流
通
の
効
率
化
と
計

画
生
産・安
定
供
給
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
開
花
調
節
の

技
術
は
計
画
生
産
と
いっ
た
場
面
で

貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、そ
れ
と

共
に
研
究
で
培
っ
た
論
理
的
思
考
と

客
観
的
に
み
る
力
で
業
界
の
皆
さ
ん

の
お
役
に
立
ち
た
い
で
す
ね
。

　
近
年
、消
費
者
の
花
の
購
入
先
は

花き研究の現在特集 Interview

kiwameruhito

大学卒業後、農水省に採用。1992年10月
に当時の野菜茶業試験場の花き部に配属。
以後、花の生育開花の仕組みの理解と、そ
れに基づく技術開発を研究課題として取り
組む。現在は、開花調節技術の開発、花きの
計画生産の研究成果と生産、流通の現場で
の課題解決を結びつけるプロジェクトに取
り組んでいる。

野菜花き研究部門　
花き生産流通研究領域
生産管理ユニット

ユニット長  久松  完
HISAMATSU Tamotsu

花きの国産シェア拡大を目指して

花
き
の
生
産・流
通
、消
費
に
お
け
る
課
題
と
そ
の
解
決
へ
む
け
た
研
究
活
動
、

そ
し
て
日
本
に
お
け
る「
国
産
シ
ェ
ア
奪
還
」を
目
指
し
て

ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
研
究
者
の
視
点
で
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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※先端プロ…東日本大震災後、平成25
年から被災地域の農業再生を目的として
実施された農林水産省委託事業「食料
生産地域再生のための先端技術展開事
業（先端プロ）」のこと。震災以前からカ
スミソウやトルコギキョウなど高品質な
花き栽培が行われてきた福島県は、花き
栽培を基盤とした地域復興に向けた実
証研究に参加した

トルコギキョウ周年生産のための
新技術カタログ集

1作目 2作目 3作目

1

2

3

4

5
67

8

9

10

11

12

新技術

月

1作目1作目
ブロックブロック

2作目2作目3作目3作目

① ② ③

人工光閉鎖型育苗装置
季節・品種に関わらず
5週間で大苗生産

図2

花
き
の
新
し
い
技
術

農
研
機
構
で
は
新
し
い
技
術
を
基
に
花
き
の
計
画
生
産
や
安
定
供
給
、

そ
し
て
病
害
に
抵
抗
性
の
あ
る
品
種
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

安
定
生
産
に
向
け
て

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
１
本
の
価
格

が
高
く
、店
頭
で
千
円
近
く
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。セ
レ
モ
ニ
ー
や

イ
ベン
ト
用
に
、姿
の
良
い
価
値
あ

る
花
を
作
ら
な
い
と
儲
か
ら
な
い

と
い
う
業
界
の
仕
組
み
も
あ
り
ま

す
が
、高
品
質
で
も
手
頃
な
価
格

で
普
段
使
い
で
き
る
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
を
安
定
的
に
計
画
生
産
す
る
技

術
を
早
い
時
期
に
完
成
さ
せ
た
い

で
す
ね
。こ
こ
15
年
ほ
ど
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
の
品
種
の
進
歩
と
技
術

の
変
化
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。で
も
、生
産
者
が
基
本

的
な
知
識
と
か
栽
培
方
法
を
体
系

的
に
勉
強
す
る
場
や
資
料
は
本
当

に
少
な
い
。断
片
的
な
情
報
や「
伝

承
」さ
れ
る
古
い
作
り
方
で
生
産

し
、し
な
く
て
も
い
い
苦
労
を
し
て

い
る
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。技
術
と
品
種
の
進
歩
に
立

ち
会
っ
て
い
る
者
と
し
て
、ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
の
特
徴
と
栽
培
の
方
法

を
整
理
し
、生
産
現
場
の
技
術
の

底
上
げ
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

かがまない、汚れない…。軽装での作業が主体
の水耕栽培は「とても楽です」と女性たちからの
評判が良いです。

トルコギキョウは北米・中南部の乾燥地
帯が原産。紫色で一重の野生種を元に
日本で育種が進み、八重やフリンジ、小
輪や大輪の花形、白や薄紫、ピンク等の
幅広い色彩の多様な品種が育成されま
した。バラ等よりも日持ちが良く、高級な
質感があることから、結婚式などで人気
の切り花に成長しています。

原産は北米、日本で進化
トルコギキョウはどんな花？

福
島
県
で

実
証
研
究
を
ス
タ
ー
ト

　
震
災
前
か
ら
福
島
県
の
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
の
産
地
や
生
産
者
の

方
々
と
お
付
き
合
い
が
あ
り
、被
災

さ
れ
た
こ
と
に
心
を
痛
め
て
お
り

ま
し
た
。何
か
お
役
に
立
て
れ
ば

と
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
水
耕
栽
培

を
小
規
模
で
す
け
ど
成
功
さ
せ
て

い
た
の
で
、そ
の
技
術
を
核
に
復
興

事
業
に
提
案
し
ま
し
た
。「
先
端
プ

ロ
」※

で
大
規
模
な
実
証
農
場
を
立

ち
上
げ
た
際
に
は
震
災
以
前
か
ら

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
作
っ
て
い
た
生

産
者
の
方
に
も
営
農
主
体
と
し
て

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、共
に「
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
い

う
思
い
で
、実
証
研
究
が
始
ま
り

ま
し
た
。

ト
ルコ
ギ
キ
ョ
ウ
を
周
年
生
産
す
る

水
耕
栽
培
の
研
究

　
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
栽
培
は
歴

史
が
浅
く
、環
境
に
敏
感
に
反
応

す
る
気
難
し
さ
が
あ
り
、ま
た
土

壌
病
害
に
も
弱
く
、連
作
障
害
が

起
き
や
す
い
植
物
で
す
。で
も
、水

耕
栽
培
な
ら
土
壌
病
害
に
よ
る
連

作
障
害
が
回
避
で
き
、土
壌
消
毒

に
必
要
な
時
間
や
手
間
を
省
き
、

安
定
的
に
作
れ
る
の
で
は
と
思
い

ま
し
た
。

　
人
工
光
閉
鎖
型
育
苗
装
置（
図

２
）で
大
苗
を
生
産
し
、サ
ラ
ダ
菜

や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
と
同
じ
薄
膜
水

耕（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
）栽
培（
図
３
）で
苗
を
土

で
は
な
く
パ
ネ
ル
に
定
植
し
て
い
き

ま
す
。養
液
が
管
理
さ
れ
て
い
れ
ば

問
題
な
く
作
れ
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

は
植
え
て
か
ら
３
〜
４
カ
月
で
収

穫
で
き
ま
す
。ハ
ウ
ス
の
気
温
や
二

酸
化
炭
素
濃
度
は
複
合
環
境
制
御

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、熟
練
作
業
者
で

な
く
て
も
管
理
が
容
易
と
な
り
、

遠
隔
で
の
監
視
や
機
器
の
操
作
も

で
き
る
の
で
時
間
や
労
働
力
を
削

減
で
き
ま
す（
図
４
）。人
工
光
閉
鎖

型
育
苗
装
置
、Ｎ
Ｆ
Ｔ
水
耕
栽
培
、

養
液
の
病
害
対
策
、環
境
の
自
動

制
御
シ
ス
テ
ム
を
用
い
る
こ
と
で
、

１
棟
の
ハ
ウ
ス
で
年
３
作
の
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
の
生
産
が
可
能
と
な
り

ま
す（
図
５
）。

～トルコギキョウの周年生産～

高品質なトルコギキョウを身近な花に

特集 2 花きの新しい技術

3ブロック3作型の
周年生産例

図5
自動制御で切り花生産が可能
複合環境制御システム図4

野菜花き研究部門
花き生産流通研究領域
生産管理ユニット
主席研究員  
福田 直子
FUKUTA Naoko

特集
2

慣 行 1作 約4カ月 小 不安定

新技術 3作 周年 大 70㎝3輪

・高設栽培による作業の軽労化 
・市場への切り花の計画的な供給 
・周年生産による安定的な雇用機会の創出

トルコギキョウの周年生産図1

波及
効果

切り花品質出荷計画
の安全性出荷期間作付け回数直接効果

実証研究に協力いただいた
方々の感想は？

高設栽培で作業も楽に。しかもクリーンで手軽な定植作業

薄膜水耕（NFT）栽培図3
発泡スチロールの定植パネルに植物体を植え、
培養液の水深を浅くして循環させて栽培します

研
究
を
社
会
で
活
か
す

　
生
産
農
家
さ
ん
と
喜
び
を
一
緒

に
つ
く
り
出
し
て
い
け
る
と
い
い
な

と
思
い
ま
す
。「
あ
な
た
の
言
っ
て
く

れ
た
こ
と
を
試
し
た
ら
儲
か
っ

ち
ゃっ
た
」っ
て
コ
ソ
っ
と
言
っ
て
く

れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す

ね
。そ
ん
な
時
、「
自
分
の
技
術
が
役

に
立
っ
た
ん
だ
」と
喜
び
で
も
あ

り
、研
究
を
進
め
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。一
方
で
、読
者
の
皆
さ
ん

に
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、購
入
し
や
す

い
形
や
価
格
で
供
給
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。ト

ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
研
究
と
生
産
の
現

場
は
、ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
タッ
プ

リ
で
す
。

慣行では年１回しか出荷できなかったトルコギキョウの生産効率を
高め（図１）、高品質でありながら年３回の出荷で安定収入につな
げるための研究に取り組む福田主席研究員にお話を伺いました。

ポンプ

栽培べッド

タ
ン
ク

養液 ゆるい傾斜

定植パネルプラグ苗
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特集 2 花きの新しい技術

　近年、需要期の不足を補うために輸入されるキクの輸入量が増えています。
農研機構では需要期に安定して国内産のキクを供給できるよう、キクの安定生
産のための様々な研究を多角的に行っています。その一つに、計画的な栽培に
適する開花特性や病害に対する抵抗性を有する品種の開発があります。2020
年、「キクの効率的なDNAマーカー開発技術の手法」を確立した住友上級研究
員に、現在取り組んでいる研究とキクの品種開発のためのゲノム解析の難しさ
についてお話を伺いました。

キクタニギクは、栽培ギクに比べてゲノム構造が単純な二
倍体であるため、キクのモデル植物として様々な研究に
利用されています。2019年にキクタニギクの全ゲノムの
89%の配列が解読され、ゲノムや開花に関わる遺伝子が
明らかになったことで、キクの開花制御や花の形態形成に
関する研究や、これらの情報を利用した栽培ギクの育種の
効率化が進みました。

外部リンク：
公益財団法人
かずさ
DNA研究所

農研機構とかずさDNA研究所は、同質六倍体であるために
DNAマーカー※開発が困難だった栽培ギク(以下、キクと表記)に
おいて、効率的にDNAマーカーを開発する手法を確立しました。
6セットのゲノムのうち、1セットのゲノムにのみ存在する配列の
違いをDNAマーカー化することで、有用な性質と関連するDNA
マーカーを効率的に開発できます。本手法により、キクのDNA
マーカー開発が進み、効率的な品種開発が可能になります。

2020年
キクの効率的なDNAマーカー開発技術

本研究で解析に用いた同質六倍体キク品種「イエロークイン」および
キク近縁野生種で二倍体のキクタニギク

キク属野生種
キクタニギク
二倍体

6セットのゲノム
キク「イエロークイン」
同質六倍体

モデルとして
活用

野菜花き研究部門 
花き遺伝育種研究領域
ゲノム遺伝育種ユニット
上級研究員  
住友 克彦

SUMITOMO Katsuhiko

～新品種開発のために～

病害抵抗性をゲノム情報で判別する
複
雑
で
難
し
い

キ
ク
の
ゲ
ノ
ム
解
析

　
キ
ク
は
ゲ
ノ
ム
を
６
セ
ッ
ト
で
持

つ
同
質
六
倍
体
の
植
物
で
す
。例
え

ば
、イ
ネ
は
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん

か
ら
１
セ
ッ
ト
ず
つ
も
ら
い
２
セ
ッ

ト
の
ゲ
ノ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、キ
ク

は
お
父
さ
ん
か
ら
３
セ
ッ
ト
、お
母

さ
ん
か
ら
３
セ
ッ
ト
も
ら
う
の
で
、

６
セ
ッ
ト
に
な
る
ん
で
す
。園
芸
作

物
で
は
ほ
か
に
、サ
ツ
マ
イ
モ
、カ

キ
、キ
ウ
イ
、イ
チ
ゴ
な
ど
も
ゲ
ノ
ム

を
２
セ
ッ
ト
よ
り
多
く
持
つ「
倍
数

性
」の
植
物
で
す
。倍
数
性
の
植
物

は
、遺
伝
子
解
析
が
難
し
く
、二
倍

体
と
六
倍
体
を
比
べ
る
と
遺
伝
子

の
数
は
単
純
計
算
で
は
３
倍
に
な

り
、解
析
に
３
倍
の
手
間
が
か
か
り

ま
す
。イ
ネ
は
２
０
０
４
年
に
イ
ネ

ゲ
ノ
ム
配
列
が
完
全
解
読
さ
れ
、ゲ

ノ
ム
の
情
報
が
す
べて
見
え
て
い
ま

す
。で
も
、キ
ク
は
ゲ
ノ
ム
情
報
が

見
え
て
い
な
い
上
に
ゲ
ノ
ム
セ
ッ
ト

が
３
倍
も
あ
る
。さ
ら
に
、イ
ネ
と

キ
ク
は
ゲ
ノ
ム
の
数
だ
け
で
な
く
、

大
き
さ
も
違
い
ま
す
。キ
ク
は
ゲ
ノ

ム
の
１
セ
ッ
ト
の
サ
イ
ズ
が
大
き
い

た
め
、ゲ
ノ
ム
当
た
り
の
情
報
量
が

イ
ネ
の
７
倍
以
上
あ
り
ま
す
。ゲ
ノ

ム
セ
ッ
ト
の
数
が
３
倍
で
あ
る
こ

と
と
あ
わ
せ
る
と
、計
算
上
は
イ

ネ
の
２０
倍
以
上
の
量
の
遺
伝
情
報

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、キ
ク
の
ゲ
ノ
ム
を
解

析
す
る
こ
と
は
非
常
に
複
雑
で
難

し
い
の
で
す
。

効
率
的
な

キ
ク
の
品
種
開
発
へ

　
キ
ク
の
複
雑
な
ゲ
ノ
ム
構
造
の

解
析
に
、2
0
1
2
年
ご
ろ
か
ら

公
益
財
団
法
人
か
ず
さ
D
N
A
研

究
所（
以
下
、か
ず
さ
D
N
A
研
）

と
共
同
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。か
ず
さ
D
N
A
研
が
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、2
0
1
9
年
に
キ
ク
タ
ニ
ギ
ク

の
ゲ
ノ
ム
を
解
読
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
目
的
の
遺
伝
子
を
見
つ
け
る
こ

と
は
、と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、目
的
の
遺
伝
子
の
近
く
に

あ
る
目
印
と
な
る
D
N
A
マ
ー

カ
ー
を
見
つ
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。こ
れ
が
、か
ず
さ
D
N
A
研
と

開
発
し
た
手
法「
キ
ク
の
効
率
的

な
D
N
A
マ
ー
カ
ー
開
発
技
術
」で

す
。そ
の
中
で
、ど
う
い
う
遺
伝
子

を
見
つ
け
る
の
か
、ど
の
形
質
が
重

要
で
ど
の
よ
う
に
D
N
A
マ
ー

カ
ー
を
使
っ
て
い
く
の
か
を
探
す

こ
と
が
僕
の
仕
事
で
す
。

　
地
道
に
コ
ツ
コ
ツ
と
研
究
結
果

を
積
み
重
ね
て
、い
つ
か
キ
ク
の
安

定
生
産
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

2019年
キクタニギクのゲノム解読

※DNAマーカー…遺伝子の
目印となるDNA配列。導入
したい形質に関わる遺伝子
をDNAマーカーの有無で確
認して個体を選抜すること
が可能となります

キクのDNAマーカー
開発技術

詳細はこちらから

キクタニギク

詳細は
こちらから

キク白さび病
糸状菌のキク白さび病菌（Puccinia 
horiana）によって引き起こされるキ
クの主要病害の一つ。出荷時、葉に
病斑があると商品価値が下がる

キ
ク
の

病
害
抵
抗
性
品
種

　
日
本
国
内
の
キ
ク
の
切
り
花
の

消
費
量
は
世
界
１
位
で
す
が
、市

場
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
供
給
が

国
産
の
キ
ク
で
は
追
い
つ
か
ず
、輸

入
に
頼
っ
て
い
る
側
面
が
あ
り
ま

す（
図
１
）。国
内
で
キ
ク
を
増
産
で

き
る
よ
う
に
、安
定
生
産
が
で
き

る
病
害
に
対
す
る
抵
抗
性
を
も
つ

キ
ク
品
種
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。具
体
的
に
は
、キ
ク
の
重

要
病
害
で
あ
る「
キ
ク
白
さ
び
病
」

（
図
２
）で
す
。キ
ク
白
さ
び
病
は
、降

雨
な
ど
の
条
件
が
整
う
と
病
原
菌

が
２
０
０
〜
８
０
０ｍ
も
の
広
範
囲

に
飛
び
散
っ
て
、新
た
な
感
染
を
引

き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。ゆ
え

に
キ
ク
白
さ
び
病
に
感
染
し
た
キ

ク
が
ほ
場
に
あ
る
と
、ほ
場
全
体
に

一
気
に
蔓
延
し
、防
除
す
る
こ
と
が

難
し
い
病
気
で
す
。キ
ク
白
さ
び
病

の
被
害
に
つ
い
て
は
、面
積
で
は

19
％
、金
額
で
は
45
億
円
の
被
害

が
出
て
い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
重
要
病
害
の
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
、キ
ク
白
さ
び
病
の
抵
抗
性

品
種
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な

抵
抗
性
を
ゲ
ノ
ム
情
報
で
判
別
で

き
る
仕
組
み
を
１
つ
の
ゴ
ー
ル
と

し
て
、研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。そ
れ
に
向
け
て
、２
０
１
９
年
の

キ
ク
タ
ニ
ギ
ク
の
ゲ
ノ
ム
解
読
と
、

２
０
２
０
年
に
効
率
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ

マ
ー
カ
ー
開
発
技
術
を
確
立
で
き

た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。

参考：農林水産省
「花きの現状について（令和2年11月）」を改変

平成20年

健常葉 罹病葉

平成30年

図2

国内で流通するキクの切り花に占める
輸入の割合 （数量ベース）

図1

主な輸入国
マレーシア、ベトナム、中国等

輸入
11％

国産
89％

輸入
19％

国産
81％
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｜  NARO  TOP ICS   ｜   APR IL  2021   ｜｜  NARO  TOP ICS   ｜   APR IL  2021   ｜

　農研機構は、立命館大学、自動車部品大手
のデンソーと共同で、リンゴやナシなどの果
実を自動で収穫するロボットの試作機を開
発しました。収穫適期の見極めから、収穫、コ
ンテナへの収納、満杯になったコンテナの交
換まですべて自動で、そのスピードは人によ
る収穫とほぼ同じです。今後は市販化に向け
た現地実証試験などを計画中です。同時に作
業の自動化・機械化が容易なV字樹形など省
力樹形の普及も進めていきます。

“花のプロ”の研究者さんに、家庭で花を長く楽しむ方法を伺いました。ぜひ参考にしてくださいね。

動画で見る「農作業ロボット」
高齢化や担い手不足が深刻な問題となっている農業。ロボット化による超省力作業体系の構築が
進んでいます。YouTube「NARO channel（なろチャンネル）」の動画から2本紹介します。

編　 集　 後　 記

　農研機構では、農業上重要な種子等を保存するジーン
バンク事業を行っています。その保存している種子の30年
間にわたる発芽試験の結果を基に、主な50種8万点の種
子寿命（－1℃、湿度30%で保存開始時の発芽率の85％以
上を維持できる期間）を推定しました。ギニアグラス（牧
草）は10年未満、コムギは20年、キュウリは約130年と、種
子寿命は作物ごとに大きく異なることがわかりました。ま
た、東アジア在来種のイネが15年であるのに対して東南ア
ジア在来種では25年と、原産地によって種子の寿命が大
きく異なる作物も確認できました。この情報
は、種子の保存を行う機関や研究者の長期的
な採種計画に役立てられます。

適切な環境で保存すると、
種子の寿命はどのくらい？

　国内で感染例が多数報告されている高病原性
鳥インフルエンザウイルスについて、2020年11月5
日・8日に香川県で発生した事例を解析。昨冬に
ヨーロッパで流行したH5N8亜型高病原性鳥イン
フルエンザウイルスが、2020年の秋に渡り鳥ととも
に大陸を渡って日本に侵入したとの見解を発表し
ました。また、今季初発例となった原因ウイルスは、
過去に国内で確認されたH5亜型の高病原性鳥イ
ンフルエンザウイルスに比べて、鶏が感染してから
死ぬまでの期間が長い傾向にあるため、早期発見
のために十分な注意を払う必要性を指摘しました。

今季の高病原性
鳥インフルエンザウイルスの解析

果実収穫ロボットの
プロトタイプを開発

　2018年に開発した野菜用の高速局所施肥
機は、GNSS（衛星測位システム）センサや傾斜
角度センサの情報を基に、畝立てと同時に散布
ムラなく高速・高精度に肥料を繰り出します。ま
た、畝内の上層と下層の二段に局所施肥するこ
とで、生育に合わせた適切な施肥が行えます。
作業能率は従来機に比べ、約2割向上しました。

　遠隔監視によるロボットトラクタの無人自動走行システ
ムです。オペレーターは監視室で遠隔モニター越しにロボッ
トの運行を監視、作業の様子も車載カメラで確認できます。
またロボットは、人・障害物を検知して自動で一時停止し、遠
隔で安全確認のうえ運行を再開。作業を終えると、次のほ場
へと無人で移動します。高精度な位置情報と車両制御によ
り、熟練者並みの作業が可能です。

そのほか自動運転田植機や、リモコン式であぜ道や法面も安定走行する草刈機などの動画もあります。

GNSSを搭載した
高速局所施肥機

プレス
リリース

プレス
リリース

プレス
リリース
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※鶏に106EID50のウイルス量を経鼻接種したところ、過去の国内分離株と比較して、
香川2020株は感染してから死亡するまでの期間が有意に長いことがわかりました。

日本で分離されたH5亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスの病原性

■イネの発芽試験とその結果

■果実収穫ロボット試作機による収穫の様子

イネの発芽試験の様子。
貴重な種子が失われるこ
とがないよう、年間3万点
の調査を続けています

適切な間隔で
モニタリングし、
発芽率が低下
した保存種子
は次年度に採
種しなおします

良好な発芽率を維持
している保存種子

発芽率が低下して
しまった保存種子

発芽試験

香川
2020株

1日 2日 3日 4日 6日

生存
感染して
死亡

香川
2018株

山口
2004株

ロボット農機の高度運用がもたらす
日本農業の抜本的な効率化

感染

・大陸を渡ったH5N8亜型高病原性
 鳥インフルエンザウイルス（左）
・今季国内初発の高病原性鳥インフル
 エンザウイルスの病原性解析（右）

■研究成果
❶花瓶はこまめに洗い、清潔に
❷市販の切り花用品質保持剤を使用する
❸下の方の葉は生け水に浸からないよう取り除く

❶エアコンの送風口など
　風のあたる場所
❷直射日光のあたる場所

❹よく切れる刃物で茎元を切り戻してから生ける
❺傷んだ花や葉はすぐに取り除く
❻生け水が減ったら品質保持剤を補充する

切り花の日持ちを良くするポイント 花を飾るのを避ける場所

11/25発表 12/14発表

実際の収穫の様子（動画）はこちらから▶
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今回の「広報なろ」はいかがでしたか？
今後の誌面作りの参考にさせていただきますので、
ご意見をお聞かせください。
次号以降にご意見を掲載することがあります。

農研機構の旬な情報や
イベントをチェック!

アンケート回答はこちら

アンケートにご協力ください

http://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/koho_naro

P i c k  u p C h e c k

ＮＡＲＯ読者アンケート 検索

QRコード

https://www.facebook.com/NARO.go.jp/
Facebook

https://twitter.com/NARO_JP
Twitter
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広報なろ

間和生理事長と、日本人初の科学者宇宙
飛行士・毛利衛氏との対談が実現しまし

た。新型コロナウイルスの流行により変わりつつ
ある世界で、農業、気候変動、経済危機など、日
本が抱える課題に科学技術がどのような役割を果
たすのか―。それぞれの分野を牽引してきたおふ
たりが意見を交換する貴重な機会となりました。

農研機構・久間理事長と
日本人初の科学者宇宙飛行士・
毛利衛氏が対談

久
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